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ドル/円（15分足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 2



ドル/円（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 3



ドル/円（月足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 4
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日本の金融当局は、プリンティングマネー（紙幣増刷）によって
資産インフレ（バブル）を起こして好景気を演出し、通貨の下
落によって債務（借金）の価値を下げるというインフレ（ステル
ス増税）政策を続けている。

日本の1300兆円超の借金を減らしていくには国内総生産
（GDP）2％成長を30年複利で続けていくか、インフレで借金
の実質価値を下げていくかの二つしかない。

日本銀行が輪転機で刷った円で政府の借金を帳消しにするとい
うインフレの方向性は、〈国民の預金を連帯保証人とするインフ
レ政策＞である。



日経平均CFD（月足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 6
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本当の揺らぎは、そこから始まる。 日本が金利を引き上
げた瞬間、30年間の安価な資金の時代が終わる。 日
本からタダ同然で借りて世界に投資していたすべてのファ
ンドが、一斉に出口に向かう。借金を返すために、手持ち
のすべてを売却する。金、株式、暗号通貨、アメリカ国債
を。 それらが一斉に売りに出されると、市場は下落する。 
今日の市場下落は、まさにここから来ている。日本が自
分を救うために使ったその730億ドルは、空から降ってき
たものではない。その資金は、手持ちで最も価値ある資
産、アメリカ国債を売却して手に入れたのだ。  日本は、
世界で最も多くのアメリカ国債を保有する国だ。つまり、
アメリカに最も多額の借金を貸している国だ。 その国が
今、国債を売っている。長年アメリカに貸し続けてきた手
が、ゆっくりと引き戻されている。 一方が30年間、安い
資金を提供し、もう一方がその資金で立っている。 世界
最大の債権者が、自分を救うために米国債を売り始め
たなら、それはもはや一国だけの問題ではない。システム
全体の最初の亀裂だ。

出所：Ｘ



9出所：Ｘ
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豪ドル/円（日足）2008年の世界金融危機（リーマンショック）で大暴落 

売買シグナル（緑↑：買いシグナル・赤↓：売りシグナル） 株の暴落に注意！ 2008年の円キャリー
トレードの巻き戻しは壮絶だった…
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ドル/円（日足）1998年のロシア危機とLTCMショックによる円キャリーの巻き戻し

売買シグナル（緑↑：買いシグナル・赤↓：売りシグナル） 後にも先にもこんなすさまじい円高相場
を筆者は体験したことがない…
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出所：Ｘ
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エヌビディアとOpenAI：循環型金融ループが逆回
転するまで株は上がる

「マイクロソフトはOpenAIに130億ドル
を拠出した。OpenAIはその資金を
Azureを通じてマイクロソフトに還元した。
マイクロソフトはこれを収益として計上し
た。アマゾンとグーグルも、Anthropicと
の間で同様のループを回しつつ、AI企
業の評価額から巨額の帳簿上の利益を
計上している。OpenAIは年間600億
ドル以上をコンピューティングに費やして
いる一方で、収益はわずか250億ドルに
とどまっている。レイ・ダリオは、バブルの
最終段階は実体経済ではなく偽りの資
金フローによって駆動されると警告してい
る。まさに、今まさにその様相を呈し始め
ている」

（出所：Rekt Fencer）

出所：The Coastal Journal



14https://www.youtube.com/@ishihara-jun
出所：YouTube【石原順チャンネル】
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